
令和8年2月28日(土) 13:00～16:00
集 合：輪島市町野支所（石川県輪島市町野町川原田22）

能登の湿地で生き物調査

能登半島地震や奥能登豪雨により、川や湿地の環境は大きく変わりました。復旧が進む一方で、

震災後の生き物の様子は、まだ十分に分かっていません。能登の川は希少な生き物がすむ場所で

あり、里山と里海をつなぐ身近な自然でもあります。本イベントでは、地元の方々と一緒に湿地

や水路で生き物調査をしながら、能登の今を知り、これからについて語り合います。

スケジュール

いしかわ自然学校
★石川県民大学校
教養講座 1単位〒927-0552 石川県鳳珠郡能登町字越坂3-47

TEL：0768-74-1919、FAX：0768-74-1920、E-mail：nmci@notomarine.jp

定員：20名程度 参加費：無料
お問い合わせ・申し込みは のと海洋ふれあいセンター まで

13：00 集合・活動場所へ移動

13：30 開会・活動開始

① 湿地や水路での生き物調査 ②生き物の観察・解説 ③湿地の見学

15：15 意見交換

15：45 活動終了・集合場所へ移動

16：00 閉会

持ち物

・汚れても良い暖かい格好

・ウェダーやタモ網は貸し出し可能（数に限りがあるため、お持ちの方はご持参ください）

活動場所：町野川の湿地

令和７年度 石川の自然談話会 のと海洋ふれあいセンター

協力専門家

・片桐由希子准教授（金沢工業大学） 坂本貴啓講師（金沢大学） 柳井清治特任教授（石川県立大学）
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